
• クラークが看護部の各部署に所属していたため、看護師長が看護師・看護補助者・クラークすべての
管理をしなければいけない状況であった

• 看護師が、外来での事務業務や物品補充を実施していることが恒常化しており、看護師の本来業務に
時間を費やせていなかった

• 手術件数が増加しているなか、手術室へのクラークの常時配置がなく、看護師が手術室全般の事務業
務を担っていた

①クラーク科立ち上げ
• 看護部直下の指揮命令系統としてクラーク科
を立ち上げ、クラーク業務の管理を各部署の
看護責任者（師長）からクラーク科所属長に
移行した

【外来】
① 小児科予防接種の電話予約をクラークに委譲する等の取り組みにより、1日50分程度（1回5分～

10分×1日10件程度）看護師業務の負担軽減ができている
② 看護師による事務業務の対応が減った分の時間を、外来看護師が患者のケア・アセスメントに

充てることができるようになった

【手術室】
① 従来クラークが配属されていなかったため、１週間で換算すると週35時間分看護師が看護業務に

充てられる時間が増えたとともに、看護師の時間外勤務が削減（月平均16時間→ 9時間）できた
② 主任看護師が手術の担当決めに時間を要していたが、業務量および業務内容を把握できる資料を

作成、提供したことで、担当決めにかかる時間を短縮できた
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取組の
成果と効果

医療法人社団協友会 メディカルトピア草加病院

優秀賞：その他の工夫部門

手術看護科主任（右）と
クラーク科主任（左）

病院外観

所在地：埼玉県草加市
病床数：80床
従業員数：323人（うち看護職員数127人）
入院基本料看護配置：急性期一般入院基本料1

【外来業務】
• 麻酔科外来案内
• 訪問診療患者さんへの物品受け渡し
• 授乳室の清掃
• 便検査検体受取
• 細菌依頼伝票の検体受取
• 小児科持参尿受取
• 外来看護日誌の入力
• 救急日誌の入力

• 小児科予防接種予約（電話・来院）
• 訪問診療事務業務
• 禁煙外来実績入力
• 自己血貯血実績入力
• 造影剤検査の備品確認および準備
• 外来備品物品管理
• リネン管理
• 外来備品定数確認
• 車椅子の点検

＜クラーク科立ち上げ後、クラークに委譲した業務（例：外来業務）＞

看護部長

クラーク科主任

外来
担当クラーク

内視鏡室
担当クラーク

手術室
担当クラーク

病棟
担当クラーク

②業務の見直しとマニュアルの整備
• 看護師の行う事務業務とクラークが行う業務
を洗い出し、クラークに委譲できるところは
調整の上、業務委譲した。また、手術室事務
業務をクラークが行えるようにした

• それまでは各部署に所属し、その部署の業務
しか対応していなかったクラークの業務を拡
大し、クラーク１人で４部署（外来・内視鏡
室・病棟・手術室）のうち２部署の業務を行
えるようにマニュアルを作成・整備を行った

③体制強化
• 全４部署（外来・内視鏡室・病棟・手術室）
の業務を担当できるクラークを３名ずつ
育成し、クラークの急な休暇等にも他部署の
クラークで対応できるように体制を整えた

クラーク科職員

• 看護業務を中断して事務作業
を行うことが減り、看護師の
本来業務に集中できるように
なった（看護師より）

• 何をすべきか明確化されたこ
とで、自身で考え行動ができ、
クラークとしての成長の機会
が増えた（クラーク科職員よ
り）

小規模病院における看護クラーク科の立ち上げ・
看護クラークの一元管理による看護師負担軽減

看護クラーク科 導入による
業務体制の変化

クラーク科制導入前 クラーク科制導入後

クラーク科制
導入

外来 内視鏡室 病棟 外来 内視鏡室 手術室 病棟

※クラーク１人につき２部署の業務を行えるようにした※クラーク１人につき１部署の業務を担当
※手術室の業務をクラークが行うようになった
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